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要 旨   

 

背景 栄養不良は、アルコール関連肝疾患の患者においてよく遭遇する問題である。ア

ルコール関連肝疾患の管理における栄養補給の役割は、患者の転帰に不可欠であり、肝

性脳症の発生率の低下、肝移植後の転帰の改善、90日間の入院による再入院の減少およ

び死亡率の低下につながることが示されている。これらの利点にもかかわらず、多くの

研究により、栄養支持はアルコール関連肝疾患患者の治療において十分に活用されてい

ない手段であることが示されている。 

 

目的：アルコール関連肝疾患と栄養の関係について、疫学、病態生理、栄養評価および

栄養補給の推奨事項、ならびに今後の研究の方向性について概説すること。 

 

方法 このナラティブレビューのために，MeSH用語を用いて PubMedによる文献検索を

行った。 

 

結果 アルコール関連肝疾患における栄養不良の病態生理には、食事摂取量の減少、社

会経済的状況、栄養素の吸収障害、フリーラジカル種の増加が関与していることが明ら

かとなった。 

結論 栄養不良はアルコール関連肝疾患によくみられ、医師は臨床転帰不良との関連性

を認識すべきである。アルコール関連肝疾患患者の臨床転帰を改善するためには、定期

的な栄養評価、栄養士の関与、栄養補給が推奨される。 

 

 


